世継寂窓と王維の「輞川図」 by 内田 誠一 & Seiichi Uchida
三
五
（
一
）　
序
　
世
継
寂
窓
（
一
七
六
六
～
一
八
四
三
）
は
江
戸
後
期
の
京
都
の
豪
商
で
あ
り
、
絵
画
・
和
歌
・
茶
道
に
通
じ
た
文
化
人
で
も
あ
っ
た
。
絵
画
は
月
僊
（
一
七
四
一
～
一
八
〇
九
）
に
師
事
し
、
後
に
元
明
の
画
風
を
慕
っ
た
と
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
架
蔵
の
貼
交
屏
風
に
は
、
寂
窓
と
そ
の
知
友
の
筆
に
な
る
、
詩
歌
や
文
章
が
書
か
れ
た
八
葉
の
紙
片
が
貼
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
寂
窓
筆
の
「
画
山
水
詞
」
と
題
さ
れ
た
文
章
の
一
紙
も
含
ま
れ
る
。
文
中
に
は
、
寂
窓
が
若
い
頃
に
石
刻
本
の
王
維
「
輞
川
図
」
を
模
写
し
、
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
の
七
月
に
、
さ
ら
に
そ
れ
を
模
写
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
江
戸
時
代
に
王
維
「
輞
川
図
」
の
石
刻
本
が
舶
来
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
資
料
で
あ
り
、
ま
た
寂
窓
の
王
維
へ
の
敬
慕
を
示
す
も
の
と
し
て
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。
　
本
稿
で
は
資
料
紹
介
も
兼
ね
て
、
こ
の
「
画
山
水
詞
」
の
内
容
を
些
か
考
察
し
て
み
た
い
。
（
二
）　
世
継
寂
窓
に
つ
い
て
　
世
継
寂
窓
は
、『
平
安
人
物
志
』
の
文
化
十
年
版
・
文
政
五
年
版
・
文
政
十
三
年
版
・
天
保
九
年
版
で
、
文
人
画
や
連
歌
の
欄
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
広
く
文
化
人
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。『
平
安
人
物
志
』
の
記
載
は
簡
明
す
ぎ
る
の
で
、
古
筆
了
仲
『
扶
桑
画
人
伝
』（
一
八
八
八
年
）
の
巻
四
を
繙
い
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
あ
る
（
句
読
と
中
黒
、
内
田
）。
　
　
　
世
継
氏
、
名
ハ
直
員
、
字
ハ
伯
周
、
希
仙
ト
号
ス
。
初
メ
台
六
、
晩
年
寂
窓
ト
改
ム
。
京
師
ノ
豪
冨
家
。
俗
称
岐
阜
屋
八
郎
兵
衛
ト
云
フ
。
画
法
ヲ
月
僊
ニ
学
ン
デ
修
シ
、
後
チ
元
明
ノ
画
風
ヲ
慕
ヒ
テ
益
々
研
究
シ
テ
松
毬
ヲ
画
ク
。
殊
ニ
風
致
ア
リ
。
点
茶
及
和
歌
・
連
歌
ニ
モ
堪
能
ナ
リ
。
又
飲
食
、
魚
鳥
ノ
風
味
ヲ
知
リ
テ
其
品
ヲ
撰
ブ 
妙
ナ
リ
ト
イ
フ
。
就
中
茶
道
ニ
長
ゼ
リ
。
又
手
造
リ
茶
碗
ヲ
作
ル
ニ
巧
ミ
ナ
リ
。
当
時
世
ニ
平
安
ノ
六
本
杉
ト
称
誉
セ
ラ
ル
ヽ
ノ
一
人
ナ
リ
」
こ
の
文
章
か
ら
は
、
絵
画
や
和
歌
・
連
歌
の
み
な
ら
ず
、
作
陶
に
ま
で
手
を
染
安田女子大学紀要　４２，２６７−２７２ （３５−４０）　２０１４.
世
継
寂
窓
と
王
維
の
「
輞
川
図
」
内
　
　
田
　
　
誠
　
　
一
三
六
め
る
多
能
な
人
物
で
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
、
ま
た 
食
通 
と
し
て
の
側
面
を
も
グ
ル
メ
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。「
京
師
の
豪
冨
家
」
と
あ
る
よ
う
に
、
経
済
的
に
恵
ま
れ
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
多
方
面
の
文
雅
な
遊
び
に
耽
溺
し
、
か
つ
そ
の
才
能
を
磨
く
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
　
徳
力
富
吉
郎
「
花
竹
庵
随
想
　
　
世
継
寂
窓
」
に
は
、
そ
ん
な
寂
窓
の
生
活
２８
ぶ
り
を
窺
わ
せ
る
内
容
が
見
ら
れ
る
。
　
　
　
京
の
町
の
ど
真
ん
中
、
三
条
の
高
倉
東
入
ル
北
側
。
元
の
日
本
銀
行
の
辺
り
が
、
世
継
さ
ん
の
本
宅
で
あ
っ
た
。
寂
窓
は
、
本
名
直
員
（
な
お
か
ず
）、
大
変
な
茶
人
で
あ
り
、
ま
た
歌
人
で
も
あ
り
、
歌
は
景
樹
門
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
…
…（
中
略
）…
…
画
も
ま
た
上
手
で
、
私
は
大
徳
寺
の
牧
谿
の
柿
・
栗
の
二
幅
対
の
模
写
の
幅
を
見
た
事
が
あ
っ
た
。
見
事
な
出
来
で
あ
っ
た
。
　
　
　
世
継
さ
ん
は
洛
東
岡
崎
村
に
別
荘
を
造
っ
た
。
当
時
岡
崎
村
は
京
都
の
裕
福
な
る
市
民
の
別
荘
地
と
し
て
一
流
の
土
地
で
あ
っ
た
。
紳
商
達
は
皆
、
岡
崎
に
別
荘
を
造
っ
た
の
で
あ
る
。
…
…（
中
略
）…
…
　
　
　
宏
壮
な
別
邸
で
、
広
さ
三
千
坪
。
す
ば
ら
し
い
大
広
間
が
中
央
に
あ
り
、
北
側
に
は
庭
つ
づ
き
に
閑
燕
庵
と
い
う
茶
席
が
で
き
て
い
る
。
本
座
敷
の
縁
近
く
、
有
名
な
梅
ヶ
枝
の
手
水
鉢
が
あ
る
。
俊
寛
見
返
り
の
松
は
亭
々
と
し
て
緑
し
た
た
る
ば
か
り
。
…
…（
中
略
）…
…
　
　
　
他
に
、
桧
垣
の
塔
と
い
う
石
塔
も
あ
っ
た
し
（
朝
鮮
の
も
の
か
）、
庭
内
に
は
、
紅
枝
垂
桜
の
大
木
も
そ
び
え
て
い
た
。
…
…（
中
略
）…
…
　
　
　
徳
川
時
代
発
行
の
『
花
洛
名
勝
図
絵
』
中
に
も
木
版
挿
図
で
載
っ
て
い
た
岡
崎
世
継
直
員
別
邸
機
機
機
機
機
機
機
機
は
、
当
時
流
行
の
狂
句
に
も
詠
ま
れ
て
い
た
。
　
　
　 
小 
笠 
着 
よ 
月 
尚 
ほ 
か 
す 
む
雨
の
暮
オ
 カ
ザ
 キ
 
ヨ
 ツ
ギ
 ナ
 
ホ
 
カ
 
ズ
　
寂
窓
の
別
荘
に
は
青
松
が
聳
え
、
手
水
鉢
や
石
塔
を
据
え
た
別
邸
の
庭
園
が
自
慢
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
豪
商
の
面
目
躍
如
た
る
も
の
が
あ
る
。
　
寂
窓
の
絵
画
作
品
と
し
て
架
蔵
の
「
枇
杷
図
」
を
掲
げ
て
お
く
（
図
１
）。
巻
止
の
「
壬
辰
夏
」
の
墨
書
か
ら
、
一
八
三
二
年
作
と
推
定
さ
れ
る
。
水
墨
の
没
骨
法
で
枇
杷
を
画
い
て
、「
直
員
」
と
署
し
て
「
直
員
」（
朱
文
方
印
）
の
一
印
を
捺
し
て
い
る
。
画
賛
は
大
徳
寺
二
十
世
の
太
室
宗
宸
で
、
茶
道
・
香
道
を
善
く
し
た
高
僧
。「
不
作
金
丸
懼
、
□
為
千
顆
珠
」
と
題
し
て
、「
如
嬰
」（
白
文
長
方
印
）
の
関
防
印
と
「
宗
宸
／
太
室
」（
連
珠
印
・
白
文
方
印
）・「
通
僊
翁
」
（
朱
文
方
印
）
が
捺
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
作
品
か
ら
、
寂
窓
は
太
室
宗
宸
と
文
雅
な
交
わ
り
を
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
ま
た
、
上
田
秋
成
や
画
家
の
蕪
村
・
応
挙
な
ど
と
の
交
流
も
、
か
ね
て
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
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図
１
三
七
（
三
）　
寂
窓
筆
「
画
山
水
詞
」
に
見
え
る
王
維
の
「
輞
川
図
」
　
寂
窓
筆
「
画
山
水
詞
」（
図
２
・
３
）
に
は
王
維
の
輞
川
図
巻
を
臨
摹
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
　
王
維
（
六
九
九
？
～
七
六
一
？
）
は
中
国
盛
唐
を
代
表
す
る
自
然
詩
人
。
詩
文
・
書
画
・
音
楽
（
作
曲
と
演 
奏
）・
舞
踊
・
造
園
に
優
れ
た
多
芸
多
才
の
文
人
で
あ
っ
た
。
王
維
は
、
初
唐
の
宮
廷
詩
人
・
宋
之
問
が
生
前
所
有
し
て
い
た
別
荘
（
正
確
に
は
荘
園
）
を
購
得
し
た
。
こ
れ
を
土
台
に
し
て
、
自
然
美
を
崩
さ
ぬ
よ
う
に
造
園
し
、
新
た
に
亭
館
を
幾
つ
か
建
造
し
た
よ
う
で
あ
る
。
　
王
維
は
こ
の
輞
川
荘
か
ら
二
十
の
景
勝
地
を
選
び
、
亡
友
の
遺
児
で
あ
る
年
少
の
裴
迪
と
閑
暇
に
絶
句
を
賦
し
た
。
世
に
名
高
い
「
輞
川
集
」
で
あ
る
。
ま
た
王
維
は
、
輞
川
荘
の
自
然
美
を
詩
で
表
現
す
る
の
み
な
ら
ず
、
彩
管
を
把
っ
て
「
輞
川
図
」
を
描
い
た
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、「
輞
川
図
」
の
原
画
の
み
な
ら
ず
、
王
維
の
真
筆
書
画
は
一
点
も
伝
世
し
て
い
な
い
。
朱
景
元
の
『
唐
朝
名
画
録
』
の
妙
品
上
八
人
の
一
人
に
王
維
が
挙
げ
ら
れ
、「
復
画
輞
川
図
、
山
谷
郁
郁
盤
盤
、
雲
水
飛
動
、
意
出
塵
外
、
怪
生
筆
端
」
と
あ
り
、
張
彦
遠
の
『
歴
代
名
画
記
』
巻
十
に
「
清
源
寺
壁
上
画
輞
川
、
筆
力
雄
壮
」
と
あ
る
。
こ
れ
ら
の
記
載
か
ら
、
王
維
が
「
輞
川
図
」
を
描
い
た
の
は
「
壁
上
」
で
あ
っ
て
、
紙
や
世継寂窓と王維の「輞川図」２７０
図
２
図
３
（
部
分
拡
大
）
三
八
絹
の
上
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ 
る
。　 
（
注
１
）
　
と
こ
ろ
が
、
唐
末
か
ら
宋
代
に
か
け
て
大
量
の
「
輞
川
図
巻機
」
が
制
作
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
画
か
れ
る
景
勝
地
の
順
序
が
や
や
異
な
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
そ
の
殆
ど
が
同
じ
よ
う
な
構
図
で
、
王
維
画
を
臨
摹
し
た
と
い
う
体
裁
を
と
る
の
が
通
例
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
建
前
で
あ
っ
て
、
実
の
と
こ
ろ
、
こ
れ
ら
は
王
維
の
真
蹟
と
は
無
縁
の
、
後
代
に
お
け
る
〈
作
り
物
〉、
即
ち
原
作
と
は
無
関
係
に
虚
構
的
に
創
作
し
た
作
品
な
の
で
は
な
い
か
、
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
別
な
機
会
に
論
じ
た
い
。
×
　
で
は
次
に
、「
画
山
水
詞
」（
紙
本
墨
書
・
法
量
は
縦
三
一
・
五
 
横
三
九
・
五
糎
）
を
翻
刻
す
る
。
読
み
や
す
さ
を
考
え
て
句
読
や
濁
点
を
付
し
、
い
ま
仮
に
段
落
を
分
け
た
。
な
お
、
誤
字
の
直
後
に
［
　
］
で
正
し
い
文
字
を
示
し
た
。
　
　
　
画
山
水
詞
　
　
　
天
保
六
年
乙
未
こ
と
し
七
月
に
閏
あ
り
。
人
に
お
ゐ
て
も
三
十
日
の
餘
を
得
た
り
。
此
時
を
過
さ
ず
、
か
ね
て
思
立
し
遠
游
の
本
意
を
と
げ
ま
く
思
へ
ど
も
、
残
る
暑
さ
猶
退
か
ず
、
老
て
ハ
行
歩
も
心
に
ま
か
せ
ず
。
か
く
て
た
ゞ
に
時
日
を
送
ら
ん
も
口
借
［
惜
］
か
る
べ
し
。
　
　
　
か
か
る
折
に
と
て
、
往
昔
模
写
せ
し
画
ど
も
の
粉
本
を
展
観
す
る
が
中
に
、
王
維
の
輞
川
の
図
あ
り
。
こ
の
人
は
唐
の
世
の
名
士
に
て
、
官
暇
に
ハ
多
く
輞
川
と
い
へ
る
別
業
に
在
り
て
游
べ
り
と
ぞ
。
摩
詰
居
士
と
い
へ
り
。
詩
ハ
も
と
よ
り
、
画
図
に
も
又
工
ミ
な
り
し
な
り
。
彼
国
に
も
真
跡
は
絶
て
あ
ら
ず
と
き
く
。
　
　
　
し
か
れ
ど
も
此
図
伝
り
て
宋
の
世
に
、
李
伯
時
と
い
へ
る
画
人
、
其
真
本
を
模
せ
し
を
、
後
、
明
の
時
に
か
れ
こ
れ
跋
文
な
ど
を
書
て
石
に
刻
せ
し
本
を
も
て
、
わ
が
若
か
り
し
こ
ろ
、
う
つ
し
置
し
一
巻
を
見
い
で
つ
。
あ
ゝ
こ
ハ
今
や
心
の
趣
く
所
に
適
ふ
も
の
に
ハ
あ
り
け
る
。
　
　
　
此
程
た
ゞ
に
閑
窓
の
も
と
に
眠
ら
ん
よ
り
も
、
此
図
を
揮
写
し
試
ん
と
て
、
ま
づ
時
に
と
り
て
ハ
、
鹿
柴
・
茱
萸
圻
［
沜
］・
竹
裏
館
を
初
と
し
て
、
彼
詩
集
に
裴
迪
と
い
へ
る
人
の
詩
も
俱
に
あ
げ
ら
れ
て
る
を
、
か
れ
こ
れ
と
か
う
が
へ
合
て
、
此
古
図
に
倣
て
各
幅
に
一
掃
し
て
壁
間
に
か
ゝ
げ
、
即
こ
れ
を
臥
游
の
楽
に
あ
て
つ
。
か
く
詩
画
に
手
備
へ
た
る
名
士
を
慕
ふ
こ
ゝ
ろ
よ
り
、
己
が
拙
キ
を
も
う
ち
忘
れ
つ
。
こ
ハ
人
に
見
す
べ
き
に
も
あ
ら
ず
。
一
時
の
こ
ゝ
ろ
や
り
に
も
の
す
る
な
り
。
宜
な
る
か
な
。「
詩
者
有
声
画
、
画
ハ
無
声
詩
な
り
」
と
い
へ
る
古
ご
と
を
思
へ
バ
、
詩
画
一
躰
に
し
て
此
輞
川
の
居
士
ハ
毘
耶
城
の
不
二
法
門
に
入
れ
る
人
に
ハ
あ
り
け
ん
か
し
。
直
員
　
　
　
毘
耶
城
ハ
維
广
居
士
住
所
地
。
　
　
　
維
广
経
□
入
不
二
法
門
品
あ
り
。
文
殊 
ト
問
答
ノ 
ア
リ
。
　「
天
保
六
年
」
は
西
暦
一
八
三
五
年
、
寂
窓
七
十
歳
の
年
で
あ
る
。
そ
の
七
月
の
閏
月
に
、
そ
の
む
か
し
模
写
し
た
画
を
並
べ
た
と
こ
ろ
、
そ
の
中
に
輞
川
図
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
寂
窓
が
若
い
こ
ろ
に
臨
模
し
た
一
巻
で
あ
っ
た
。
臨
模
し
た
も
の
は
、
宋
代
の
「
李
伯
時
と
い
へ
る
画
人
」
が
王
維
画
の
真
本
を
模
写
し
た
の
を
、
明
の
時
代
に
な
っ
て
跋
文
を
書
い
て
石
に
刻
し
た
も
の
。
　
王
維
の
「
輞
川
図
」
の
石
刻
本
は
数
種
あ
る
よ
う
だ
が
、
最
も
有
名
な
も
の
は
、
郭
世
元
摹
郭
忠
恕
筆
の
石
刻
本
「
輞
川
図
巻
」
で
あ
る
。
万
暦
四
十
五
年
（
一
六
一
七
）
の
刻
。
沈
国
華
が
来
陽
伯
家
よ
り
郭
忠
恕
の
摹
本
を
購
求
し
て
、
そ
れ
を
郭
世
元
に
摹
刻
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
内　　田　　誠　　一 ２６９
三
九
　
文
中
に
あ
る
李
伯
時
は
李
公
麟
（
一
〇
四
九
～
一
一
〇
六
）。
仏
道
に
帰
依
し
て
禅
に
通
じ
た
人
物
。「
輞
川
図
」
の
筆
法
を
用
い
て
制
作
し
た
と
い
う
「
龍
眠
山
荘
図
」
が
有
名
で
あ
り
、「
輞
川
図
」
も
描
い
た
と
さ
れ
る
。
だ
が
、
李
公
麟
の
「
輞
川
図
」
を
石
に
刻
し
た
も
の
は
寡
聞
に
し
て
知
ら
な
い
。『
文
人
画
粋
編
』
第
一
巻
「
王
維
」（
中
央
公
論
社
、
一
九
七
五
年
）
に
も
見
え
な
い
。
も
し
寂
窓
が
臨
模
し
た
の
が
、
李
公
麟
摹
「
輞
川
図
巻
」
の
石
刻
本
で
あ
っ
た
と
し
た
ら
、
極
め
て
珍
し
い
拓
本
を
所
蔵
し
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
　
し
か
し
、「
画
山
水
詞
」
の
内
容
か
ら
考
え
る
と
、
寂
窓
が
臨
模
し
た
拓
本
と
は
、
郭
世
元
摹
郭
忠
恕
筆
の
石
刻
本
「
輞
川
図
巻
」
で
あ
る
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
も
、
他
な
ら
ぬ
郭
世
元
本
も
、
実
は
「
明
の
時
に
か
れ
こ
れ
跋
文
な
ど
を
書
て
石
に
刻
せ
し
本
」
だ
か
ら
で
あ
る 
。
 
臨
模
し
て
か
ら
数
十
年
経
過
し
（
注
̎
）
て
李
公
麟
本
を
摹
し
た
と
記
憶
違
い
を
し
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
　
も
ち
ろ
ん
李
公
麟
画
の
石
刻
本
で
あ
っ
た
可
能
性
も
残
さ
れ
る
。
今
と
な
っ
て
は
、
李
公
麟
本
な
の
か
、
或
い
は
郭
世
元
本
な
の
か
は
知
る
由
も
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
江
戸
時
代
に
中
国
よ
り
石
刻
本
の
「
輞
川
図
巻
」
が
舶
載
さ
れ
て
い
た
事
実
が
こ
こ
よ
り
知
れ
る
。
　
な
お
、
小
林
太
市
郎
『
王
維
の
生
涯
と
芸
術
』（
全
国
書
房
、
一
九
四
四
年
）
二
六
四
頁
に
、
郭
世
元
本
の
拓
本
に
つ
い
て
、「
そ
の
拓
本
も
今
は
多
く
世
に
伝
は
ら
な
い
」
と
あ
る
。
参
考
ま
で
に
、
架
蔵
の
郭
世
元
本
「
輞
川
図
巻
」
か
ら
、
「
画
山
水
詞
」
に
特
に
挙
げ
ら
れ
た
三
つ
の
景
勝
地
「
鹿
柴
」（
図
４
）「
茱
萸
沜
」
（
図
５
）「
竹
裏
館
」（
図
６
）
の
部
分
を
掲
げ
て
お
く
。
鹿
柴
と
竹
裏
館
は
、
輞
川
集
の
中
で
特
に
人
口
に
膾
炙
し
た
詩
で
あ
る
か
ら
、
寂
窓
が
そ
の
名
を
挙
げ
た
こ
と
は
理
解
で
き
る
が
、
茱
萸
沜
も
前
の
二
首
と
並
べ
て
挙
げ
た
の
は
、
と
り
わ
け
寂
窓
の
意
に
適
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。「
鹿
柴
・
茱
世継寂窓と王維の「輞川図」
図
４
　
鹿
柴
図
５
　
茱
萸
沜
２６８
四
〇
萸
沜
・
竹
裏
館
を
初
と
し
て
機
機
機
機
…
此
古
図
に
傚
て
各
幅
に
一
掃
し
て
」（
傍
点
内
田
）
と
あ
る
が
、
こ
の
三
景
以
外
に
ど
の
景
点
を
模
写
し
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
（
四
）　
結
　
　
　
　
　
語
　
寂
窓
は
そ
の
経
済
力
に
も
の
を
言
わ
せ
て
、
唐
土
よ
り
舶
載
せ
る
書
画
類
を
購
入
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
「
画
山
水
詞
」
に
お
い
て
「
輞
川
図
」
の
こ
と
を
敢
え
て
記
述
し
た
背
景
に
は
、
輞
川
荘
ほ
ど
の
荘
園
は
持
た
ず
と
も
、
広
壮
な
本
宅
と
別
邸
を
構
え
て
風
雅
な
生
活
に
浸
っ
て
い
た
自
分
を
、
王
維
と
重
ね
合
わ
せ
よ
う
と
い
う
気
分
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
王
維
は
多
芸
多
才
な
風
流
才
子
で
あ
っ
た
が
、
寂
窓
は
王
維
に
負
け
じ
と
、
幅
広
く
文
学
芸
術
に
手
を
染
め
て
い
た
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
る
の
は
想
像
が
過
ぎ
る
で
あ
ろ
う
か
。
■
注
（
１
）　
古
原
宏
伸
「
王
維
画
と
そ
の
伝
称
作
品
」（『
文
人
画
粋
編
』
第
一
巻
「
王
維
」
（
中
央
公
論
社
、
一
九
七
五
年
）
に
は
、「
王
維
が
巻
軸
の
形
式
の
輞
川
図
を
描
い
た
と
す
る
記
録
は
、
遂
に
な
い
」
と
あ
る
。
（
２
）　
架
蔵
の
郭
世
元
本
「
輞
川
図
巻
」
を
見
る
に
、
跋
文
が
多
く
刻
さ
れ
て
い
る
。
郝
経
（
五
行
）、
姚
惟
清
（
五
行
）、
楊
士
奇
（
六
行
）、
邢
侗
（
十
一
行
）、
来
復
（
十
六
行
）、
温
日
知
（
十
三
行
）、
郭
世
元
（
八
行
）
な
ど
多
数
あ
る
。（
　
）
内
は
落
款
を
含
む
行
数
。
〔
二
〇
一
三
・
九
・
二
六
　
受
理
〕 
内　　田　　誠　　一
図
６
　
竹
裏
館
２６７
